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政策 4,153

経常 0

4,153

行革推進課、経営企画課、財政課

事業名

関連課

特記事項

所管課

新規
事業
コー
ド

外部の視点による事業仕分けを実施し、限られた財源を有効活用するために、徹底した事務事業の見直し
を行います。

事業費推計（千円）

合計

新規
・

継続

平成２５年度

事務事業の見直し（事業仕分け）の実施

平成２４年度平成２２年度

事業
工程

予算額
（千円）

経営企画

事業仕分けの実施
鎌倉市民事業評価
（鎌倉市版事業仕

分け）の実施

行革推進経営企画

平成２３年度

事業目標

平成２１年度

4,690

事業
実績

事業仕分けの実施
鎌倉市民事業評価
の実施

4,153 537

具体的（数
値）目標

不要不急の事業を凍結し、市民の生命に直結する事業に財源を配分します。

決算額
（千円）

3,036 3,264

　　□市民　　　□事業者　　　□ＮＰＯ　　　□自治・町内会　　　□その他（  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

100% 100%

228

事業実績（詳細）

事業履歴
備考

新規採択
予：所管課・関連課

変更、事業工程追加

協働の
相手方

達成率

平成21年度

平成22年度

事業仕分け(市民アンケート調査を含む）を実施しました。結果としては、不要と判断したもの11事業、民間で実
施すべきもの2事業、国・県・広域実施すべきもの1事業、市が取り組むが改善すべきもの20事業、現行どおり
はゼロでした。
これを受けて市では、不要と判断したもの5事業、民間または国・県・広域で実施しべきものはゼロ、市が改善
すべきもの27事業、現行どおり実施は2事業としました。平成23年度予算ベースで約53,000千円の財政効果額
がありました。

平成25年度

平成23年度

予算体系上の10中事業を対象として鎌倉市民事業評価（鎌倉市版事業仕分け）を実施しました。各事業の評
価結果としては、「維持・継続」、「統合・再構築」と判断したものがそれぞれ5事業、「充実・拡大」、「廃止・休
止」はゼロでした。これを受けて市では、「維持・継続」と判断したもの5事業、「統合・再構築」としたもの3事業、
「充実・拡大」としたもの2事業、「廃止・休止」はゼロでした。その結果、平成24年度予算ベースで約52,000千円
の財政効果がありました。

平成24年度
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